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日本看護歴史学会

第　5　号

1989年5月1日

第
三
回
　
日
本
看
護
歴
史
学
会
大
会
開
催
の
お
し
ら
せ

l

‡

●

日
本
看
護
歴
史
学
会
の

亘
ハ
価
が
問
わ
れ
る
と
き

日
本
看
護
歴
史
学
会
が
一
九
八
七
年

一
月
に
設
立
さ
れ
て
か
ら
早
く
も
今
年

で
三
年
目
に
な
り
ま
す
。
看
護
史
と
い

う
分
野
に
新
た
な
息
吹
を
吹
き
こ
む
こ

と
を
目
的
に
、
看
護
史
の
多
岐
な
分
野

の
開
発
、
そ
れ
を
支
え
る
地
道
な
研
究

活
動
の
定
着
な
ど
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
し
た
。
そ
の
成
果
の
一
端
は
文
学
・

映
像
な
ど
の
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
に
取
り

上
げ
ら
れ
た
看
護
場
面
か
ら
看
護
の
史

的
評
価
を
行
な
お
う
と
い
う
グ
ル
ー
プ

の
活
動
な
ど
に
う
か
が
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。し

か
し
、
昨
年
が
た
ま
た
ま
日
本
に

お
け
る
近
代
的
看
護
婦
の
誕
生
か
ら
百

年
目
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
本
会
は
関

係
諸
団
体
は
じ
め
多
く
の
自
治
体
、
個

人
の
方
々
の
御
協
力
を
得
て
近
代
看
護

婦
発
祥
百
年
記
念
事
業
と
し
て
、
写
夷

亀
　
山
　
美
知
子

展
の
開
催
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
テ
レ
カ
の

作
製
な
ど
を
行
な
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら

は
い
ず
れ
も
予
想
を
上
回
る
成
功
を
お

き
招
疫
が
年
（
「
医

制
」
発
布
に
基
づ
く
）
、
再
来
年
に
は
保

健
婦
五
〇
年
（
昭
和
〓
ハ
年
「
保
健
婦
規

則
」
制
定
）
な
ど
記
念
す
る
年
が
相
次
ぎ

ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
も
別
枠
で

考
え
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
と
い
え
ま
す
。

本
会
は
看
護
史
に
関
す
る
研
究
団
体

で
す
。
研
究
領
域
の
開
発
、
史
料
の
発

掘
、
看
護
史
の
理
論
の
構
築
な
ど
に
力

を
注
ぐ
と
と
も
に
、
研
究
者
の
資
質
の

向
上
を
目
指
し
、
節
度
あ
る
研
究
態
度

を
ひ
ろ
く
定
着
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。
そ
の
意
味
で
も
、
三
年
目

の
今
年
は
本
会
の
真
価
が
問
わ
れ
る
と

き
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

今
、
看
護
教
育
が
大
き
く
変
わ
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。
昨
年
の
大
会
で
は
、

看
護
教
育
を
女
子
教
育
史
の
視
点
か
ら

評
価
す
る
と
い
う
示
唆
性
に
富
ん
だ
講

演
を
準
備
い
た
し
ま
し
た
。
時
代
の
転

換
期
を
迎
え
た
今
年
は
、
O
H
Q
の
看

護
教
育
改
革
の
時
代
を
ふ
り
か
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
将
来
的
展
望
を
模
索
す

る
企
画
を
立
て
ま
し
た
。
臨
床
・
教
育

に
こ
だ
わ
ら
ず
、
看
護
の
明
日
を
考
え

る
た
め
に
、
ぜ
ひ
御
参
加
下
さ
い
。

開
催
期
日

会
　
　
場

8
月
19
出
20
㈱

〒
禦
尿
都
市
中
京
区
壬
生

東
高
田
町
一
の
二

京
都
市
立
看
護
短
期
大
学

（
お
問
い
合
わ
せ
は
、
で
き
る
か
ぎ
り

郵
便
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
）

参
加
費
用
　
三
〇
〇
〇
円
（
会
員
・
非

会
員
共
。
懇
親
会
費
別
）

責
任
者
　
福
本
恵
　
（
京
都
府
立
保
健
婦

専
門
学
校
）

亀
山
（
京
都
市
立
看
護
短
大
）

N
■

竺T………¶急（地下）

に
あ

中
が
す

の
板
ま

門
看
り

会場

京都市立病院

西

大
路
通
り

＿＿＿＋

三菱銀行

朝

五条通り

．l
閑 銀行

四条通り

京都駅から
市バス205番「金閣寺北

大路駅行」西大路五
条下草東北へ3分
（烏丸ロバスターミナルB3
乗り場）

阪急京都線から
急行停車駅「西院」下草、南へ
約10分

京都駅からの下草→2
位置

‾‾「

※タクシーで御来場の方へ市立病院の北側に医師会看護専門学校があるため、運転手の方へこの地図をみせて下さい0 ー1－
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第
三
回
大
会
開
催
日
程

第
一
日
8
月
1

9
日
出

12
時

12
時
30
分
～

13
時
～
日
時
3
0
分

開
　
　
場

受
付
開
始

講
演

「
中
国
の
護
士
に
つ
い
て
」
（
仮
）

神
戸
大
学
教
授

寛
久
美
子
氏

15
時
～
1
6
時
会
員
に
よ
る
研
究
報
告

司
会
大
平
政
子

16
時
～
1
7
時
総
会

司
会
山
本
捷
子

（
事
務
局
・
会
計
報
告
・
一
九
八
九
年

度
活
動
方
針
、
同
予
算
審
議
他
）

18
時
～
即
時
懇
親
会
（
会
場
別
）

第
二
日
8
月
2

0
日
㈲

9
時
～
1
2
時
分
科
会

（
担
当
高
橋
み
や
子
）

12
時
～
1
3
時
休
憩

13
時
～
日
時
各
分
科
会
の
経
過
報
告

14
時
30
分
～
1
6
時
3
0
分
放
談
会

「
私
の
み
た

戦
後
の
看
護
教
育
改
革
」

司
会
ラ
イ
ダ
ー
島
崎
玲
子

五
十
嵐
節

元
日
本
看
護
協
会
会
長
小
林
富
美
栄
氏

元
東
京
都
看
護
協
会
会
長
吉
田
浪
子
氏

大
阪
大
学
医
療
技
術
短
大

氏
家
幸
子
氏

第
三
回
大
会
に
参
加
さ
れ
る
方
は
、

次
の
事
項
に
御
留
意
下
さ
い
。

仙
　
会
員
証
は
必
ら
ず
持
参
し
て
下
さ

ヽ

　

0

闇
　
懇
親
会
会
費
は
約
四
〇
〇
〇
円

闇
　
出
席
の
有
無
、
希
望
分
科
会

な
ど
は
ハ
ガ
キ
で
七
月
末
日
ま
で

に
大
会
事
務
局
へ
お
し
ら
せ
下
さ

ヽ

　

0

し
6
0
中
京
区
壬
生
東
商
田
町
一
の
二

〒

京
都
市
立
看
護
短
大

日
本
看
護
歴
史
学
会

大
会
事
務
局
　
宛

5．4．3．2．1．

第
三
回
大
会
参
加
申
込
み
書

会
員
番
号

氏
　
　
名

希
望
す
る
分
科
会
名

懇
親
会
出
席
の
有
無

大
会
事
務
局
へ
の
要
望

◆
研
究
報
告
の
募
集
に
つ
い
て

研
究
報
告
の
テ
ー
マ
、
要
旨
（
4
0
。
字

詰
原
稿
用
紙
縦
書
B
5
版
二
～
三
枚
）

を
大
会
事
務
局
ま
で
郵
送
し
て
下
さ
い
。

封
書
に
は
「
研
究
報
告
申
込
み
書
在
中
」

と
朱
書
の
こ
と
。
応
募
〆
切
り
一
九
八

九
年
五
月
末
日
。
採
否
の
通
知
は
六
月

末
日
に
発
送
し
ま
す
。

◆
幹
事
の
選
挙
に
つ
い
て

一
九
八
七
年
一
月
に
創
設
さ
れ
た
本

会
は
、
今
年
で
三
年
目
を
迎
え
ま
す
。

本
会
会
則
第
二
ハ
条
に
基
づ
き
、
今
年

度
中
に
幹
事
の
選
挙
を
行
な
い
ま
す
。

そ
れ
に
先
立
ち
、
選
挙
規
約
案
を
作
成

し
ま
し
た
の
で
総
会
の
場
で
承
認
が
得

ら
れ
れ
ば
選
挙
の
公
示
を
い
た
し
ま
す
。

日
本
看
護
歴
史
学
会

幹
事
選
挙
規
約
（
案
）

第
一
粂
　
日
本
看
護
歴
史
学
会
の
幹
事

の
定
数
は
一
〇
名
と
す
る
。

第
二
条
　
選
挙
人
お
よ
び
被
選
挙
人
の

資
格
は
、
幹
事
会
選
挙
の
行
な
わ
れ

る
年
度
に
発
行
さ
れ
る
日
本
着
茸
歴

史
学
会
会
員
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い

る
者
と
す
る
。

第
三
条
　
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
幹
事

の
改
選
の
年
に
開
催
さ
れ
る
総
会
の

場
で
会
員
よ
り
選
出
さ
れ
た
三
名
の

選
挙
管
理
委
員
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ

る
。
選
挙
管
理
委
員
の
任
期
は
、
幹
．

事
の
承
認
が
行
な
わ
れ
た
と
き
ま
で

と
す
る
。

第
四
条
　
幹
事
選
挙
の
公
示
は
日
本
看

護
歴
史
学
会
会
報
　
（
以
下
、
会
報
）

の
紙
上
に
お
い
て
行
な
う
も
の
と
す

る
。

第
五
条
　
幹
事
選
挙
の
投
票
は
選
挙
管

理
委
員
会
の
規
定
す
る
投
票
用
紙
を

使
用
し
、
一
〇
名
を
連
記
し
、
日
本

看
護
歴
史
学
会
幹
事
選
挙
投
票
所
へ

無
記
名
で
郵
送
す
る
も
の
と
す
る
。

第
六
条
　
投
票
期
間
は
会
報
の
発
行
日

よ
り
三
カ
月
間
と
し
、
そ
の
最
終
日

当
日
の
消
印
の
あ
る
も
の
は
有
効
と

す
る
。

第
七
条
　
開
票
の
結
果
、
得
票
順
に
上

位
一
〇
名
を
幹
事
と
す
る
。
選
挙
管

理
委
員
会
の
確
認
後
、
辞
退
者
の
あ

っ
た
場
合
は
高
得
点
の
者
よ
り
順
次

繰
り
上
げ
、
一
〇
名
と
す
る
。

第
八
条
　
第
一
〇
位
の
者
が
複
数
以
上

あ
っ
た
場
合
に
限
り
、
該
当
者
は
す

べ
て
幹
事
と
み
な
す
も
の
と
す
る
。

選
挙
後
一
年
を
経
て
幹
事
の
中
か
ら

欠
員
が
生
じ
た
場
合
の
次
点
者
繰
り

上
げ
は
原
則
と
し
て
認
め
な
い
。

第
九
条
　
幹
事
選
挙
の
結
果
は
、
選
挙

後
も
っ
と
も
早
い
時
期
に
発
行
さ
れ

る
会
報
紙
上
に
発
表
す
る
も
の
と
し
、

幹
事
の
承
認
は
総
会
の
場
で
行
な
う
。

第
一
〇
条
　
新
た
に
選
出
さ
れ
た
幹
事

は
そ
の
年
度
内
に
前
任
者
よ
り
事
務

の
引
き
継
ぎ
を
行
な
い
、
次
年
度
よ

り
幹
事
の
任
務
を
遂
行
す
る
。

嘉
こ
の
規
約
作
成
に
伴
い
、
現
在
の
会

則
申
、
第
三
条
の
会
員
資
格
を
三
年

以
上
会
費
滞
納
者
を
除
外
す
る
こ
と
に

改
正
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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「
看
護
婦

百
年
の
あ
ゆ
み
写
真
展
」

そ
の
後
の
寄
附
状
況
に
つ
い
て

亀
山
美
知
子

日
本
に
お
け
る
近
代
的
看
護
婦
発
祥

百
年
を
記
念
し
て
一
九
八
八
年
中
に
各

地
で
開
催
さ
れ
た
写
夷
展
は
、
第
四
号

で
お
し
ら
せ
し
た
と
お
り
、
二
一
月
二
五

日
の
滋
賀
県
立
婦
人
セ
ン
タ
ー
（
近

江
八
幡
市
）
　
で
の
展
示
を
最
後
に
、
無

事
終
了
し
ま
．
し
た
の
で
御
報
告
い
た
し

ま
す
。
会
員
外
の
皆
様
方
も
含
め
、
多

く
の
方
々
の
御
賛
同
を
得
ら
れ
ま
し
た

こ
と
を
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

寄
附
音
名
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

●
　
本
会
会
見

二
万
円
＝
高
岡
ス
ミ
子

一
万
五
千
円
＝
山
田
蛋
子

七
千
円
＝
青
木
う
め
子

五
千
円
＝
北
原
民
子
、
松
田
比
佐
子

和
田
出
静
子
、
田
辺
光
子

三
千
円
＝
田
中
幸
子

●
　
非
会
見

一
万
七
千
円
＝
杉
山
ま
す
江

五
千
円
＝
丸
尾
恭
子

な
お
、
写
兵
展
は
大
好
評
の
う
ち
に

閉
幕
い
た
し
ま
し
た
が
、
会
場
を
訪
れ

た
方
々
は
じ
め
多
く
の
方
々
か
ら
「
記

念
ア
ル
バ
ム
」
の
作
製
を
望
む
声
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
去
る
一

月
七
日
に
開
催
さ
れ
た
幹
事
会
で
は
ア

ル
バ
ム
を
作
製
す
る
方
向
で
各
所
蔵
先

等
へ
の
理
解
を
求
め
る
こ
と
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
、
約
半
数
の
団
体
、

個
人
か
ら
了
解
が
得
ら
れ
て
お
り
ま
す

の
で
、
未
回
答
の
方
々
に
つ
い
て
も
再

度
お
願
い
す
る
予
定
で
す
。

名
古
屋
展
開
催
以
降
の
各
会
場
責
任

者
と
し
て
御
協
力
頂
い
た
方
々
は
次
の

と
お
り
で
す
。

島
根
県
浜
田
市
・
浜
田
郵
便
局

会
員
　
錦
織
由
紀
子
氏

福
井
市
市
民
ホ
ー
ル

会
員
　
高
岡
ス
ミ
子
氏

滋
賀
県
立
婦
人
セ
ン
タ
ー

会
員
　
玄
田
公
子
氏

分
科
会
の
御
案
内

一
九
八
九
年
度

会
費
納
入
の
お
願
い

郵
便
振
替
で
左
記
へ
御
送
金
下
さ
い

（
年
会
費
三
千
円
）

京
都
一
－
五
二
一
八
五

日
本
看
護
歴
史
学
会

※
一
九
八
八
年
度
会
費
未
納
の
方
へ

現
在
六
四
名
の
方
が
前
年
度
会
費

未
納
で
す
。
至
急
お
送
り
下
さ
い
。

高
橋
　
す
み
子

八
月
の
第
三
回
大
会
も
目
前
に
せ
ま

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
第
二
回
大
会
後

の
各
分
科
会
の
活
動
、
地
区
毎
の
研
究

会
活
動
の
動
向
や
進
歩
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

昨
年
よ
り
一
歩
前
進
と
微
笑
む
方
、

明
日
こ
そ
と
思
い
つ
つ
…
、
歳
月
の
早

さ
に
偶
然
と
す
る
方
、
そ
し
て
今
年
か

ら
と
計
画
な
さ
る
方
と
、
学
習
や
研
究

の
進
行
状
況
は
様
々
で
あ
ろ
う
と
推
察

い
た
し
ま
す
。

と
も
あ
れ
、
第
三
回
大
会
に
は
思
い

を
新
た
に
し
て
行
動
に
移
し
ま
し
ょ
う
。

現
在
、
話
題
提
供
者
と
内
容
が
決
定

し
て
い
る
分
科
会
は
、
次
の
通
り
で
す
。

「
文
学
・
映
像
に
見
る
看
護
、
話
題
提

供
者
、
小
山
千
加
代
氏
、
病
草
紙
に

み
る
「
病
」
と
「
病
人
」
の
と
ら
え

方
「
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
、
話
題
提
供
者
、

上
岡
澄
子
氏
、
我
国
に
お
け
る
ナ
イ

チ
ン
ゲ
ー
ル
の
受
容

一
、
輝
看
護
史
、
白
川
康
一
氏

前
年
度
に
開
い
た
分
科
会
、
O
H
Q
、

看
護
教
育
史
、
宗
教
と
看
護
、
公
衆
衛

生
看
護
、
助
産
・
助
産
婦
の
歴
史
、
臨

床
看
護
史
（
県
看
護
史
・
病
院
看
護
史

看
護
技
術
史
）
、
文
学
に
見
る
看
護
は
、

今
年
度
も
継
続
し
て
開
く
予
定
で
、
話

題
提
供
者
を
交
渉
中
で
す
。

第
一
回
大
会
で
開
い
た
分
科
会
、
生

活
文
化
と
看
護
、
看
護
思
想
史
、
各
国

史
、
日
本
赤
十
字
社
の
看
護
、
小
児
看

護
史
、
社
会
の
看
護
、
女
性
史
、
近
代

看
護
史
、
現
代
看
護
史
も
、
具
体
的
な

学
習
や
研
究
活
動
に
し
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
話
題
提
供
者
が
現
わ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

な
お
、
本
学
会
分
科
会
に
お
け
る
話

題
提
供
者
は
、
参
加
者
全
員
が
、
自
分

の
関
心
分
野
に
つ
い
て
、
示
唆
し
合
い

学
び
合
い
、
深
め
て
行
く
た
め
の
手
段

に
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
提
供
す

る
素
材
は
、
完
成
し
た
論
文
や
研
究
の

一
部
、
ま
た
は
現
在
進
行
中
の
研
究
、

あ
る
い
は
、
研
究
計
画
や
関
心
領
域
の

文
献
紹
介
等
々
で
、
こ
う
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
規
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

互
い
に
、
や
り
た
い
事
、
考
え
て
い
る

事
を
出
し
合
い
、
形
あ
る
も
の
に
し
て

行
き
ま
し
ょ
う
。
一
分
科
会
に
つ
き
二

名
位
の
話
題
提
供
者
を
募
り
ま
す
。
高

橋
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

鼻
翼
蓋
義
亘

3



第5号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1989年5月1日

日本看護歴史学会1989年度予算案　　　（単位円）

収　　 入　　 の　　 部 支　 出　 の　 部

項　　　 目 予　 算　 額 備　　 考 前年度予算額項　　 目 予　 算　 観 備　　　 考 前年度予算額

前年度繰越金 1 0 0，0 0 0 見込鞄 2 1 0，6 7 0
▲‾‾‾一■一■■●■■l●■■■■■■■■－－・

軍 務 経 費

印 刷 費

通 信 費

弔 務用品 費

13 0，0 0 0

（20，00 0 ）

（90，00 0 ）

（20，00 0）

1 3 0，0 0 0

（20．00 0 ）

（90，00 0）

（2‾0，00 0）

会　 費　● 5 1 0，0 0 0 1 7 0 人×3，00 0
1 7 0人×3，00 0　5 1 0，0 0 0

幹 弔会開僻 費 10 0，0 0 0 5 0，0 0 0

出 版 費

会報 発行 費

学会誌発行費

2 8 0，0 0 0

（10 0，00 0）

（18 0，00 0 ）

年3 回

年1 回

2 5 0，0 0 0

（90，00 0）

（16 0，0 00 ）寄付金その他

の 収　 入
1 0，0 0 0 1 0．0 0 0

会 員 名 縛 費 2 0，0 0 0 3 年／1 回 ・0

総　　 会　　 費 5 0，0 0 0 5 0，0 0 0

分 科 会 経 費 2 0，0 0 0 4 0，0 0 0

合　　 計 6 2 0，0 0 0 7 2 0，6 7 0

記 念 事 業 費 0 写真展補助 1 0 0．0 0 0

予　　 備　　 費 2 0．0 （■）0 1 0 0，6 7 0

合　　　 計 6 2 0，0 0 0 7 2 0，6 7 0

⑳　前年度繰越金額は見込額である。

新
入
会
員
紹
介

（
籾
年
4
月
1

0
日
現
在
）

○
梶
原
恵
理
子
〒
m
市
川
市
若
宮

一
－
三
－
一
〇

〇
宇
佐
美
千
恵
子
〒
1

16
荒
川
区
東
尾
久

七
－
ニ
ー
一
〇
都
立
医
療
技
術
短
大
内

○
安
藤
広
子
〒
1

7
4
板
橋
区
清
水
町

三
一
－
九
や
よ
い
荘
一
〇
二
号

○
杉
山
ま
す
江
〒
川
品
川
区
南
大
井

六
－
一
八
－
三
－
六
一
五

※
住
所
変
更
さ
れ
た
方
は
、
お
手
数
で

も
本
会
事
務
局
ま
で
御
連
絡
下
さ
い
。

Ⅰ
日
本
赤
十
字
社
と
看
碓
婦

▲
【
t
一
【
・
l
l
S
九

号
■
三
八
0
0
円

H
戦
争
と
看
護

■
ロ
鰐
山
川
書
架
妃
重
＿
人
仰
■
研
大
貫
鴨
●
t
T

▲
■
一
【
・
●
●
7
1
一
尺

－
t
t
三
五
〇
〇
円

▲
J
h
；
ユ
t
q
■
■
＿
一
＿
一
食
1
■
●

Ⅲ
宗
教
と
看
護

▲
∵
5
二
門
・
●
‘
▲
l
l
■

ク
ー
せ
三
・
八
〇
ハ
〕
円

◆
u
T
叶
は
●
■
■
■
▲
▼
一
t
u
●

Ⅳ
看
護
婦
と
医
師

▲
■
一
【
・
t
J
i
一
2
■

ウ
l
■
四
C
ハ
∴
ノ
叩

●
晶
亡
▼
■
■
＿
■
■
■
▲
一
一
曾
1
u
●

ド
メ
ス
出
版
　
鮎
種
墾
机
H
－
J
l
‥
n
7
6
6

東
京
都
堅
偽
区
的
込
　
1
．
．
．
－
．
圧

千
葉
・
東
京
地
区
研
究
会
の御

案
内

昨
年
九
月
発
足
以
来
二
カ
月
に
一
回

定
例
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
第
五
回
定

例
会
は
、
五
月
二
十
日
　
（
土
曜
日
）
　
午

後
二
時
～
四
時
、
話
題
提
供
者
、
鵜
沢

廟
子
、
「
看
護
婦
養
成
の
実
際
」
で
す
。

詳
細
は
、
千
葉
県
立
衛
生
短
大
の
小
野

清
美
氏
へ
問
合
せ
下
さ
い
。
（
高
橋
）

編

集

後

記

日
本
着
舌
歴
史
学
会
も
柄
三
歳
。
赤

ち
ゃ
ん
な
ら
知
能
が
発
達
し
は
じ
め
る

こ
ろ
。
さ
て
、
本
会
の
場
合
は
ど
れ
だ

け
の
成
長
が
み
ら
れ
る
か
？
　
（
か
）

日
本
看
護
歴
史
学
会
会
報
第
五
号

編
集
・
発
行
責
任
者

〒
讐
尻
都
市
中
京
区
壬
生
東
高
田
町
ト
2

京
都
市
立
看
護
短
期
大
学
内

亀
山
　
美
知
子

頒
価
　
二
百
円

日
本
看
護
歴
史
学
会
事
務
局

↑
67
5
●
0
1
加
古
川
市
平
岡
新
在
家
二
三
〇

兵
庫
女
子
短
大
山
崎
雅
代

4


